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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融政策などを背景に、緩やかな景気回復の

動きが見られたものの、為替や株価の変動懸念などもあり、国内景気は依然として先行き不透明な状態で推移いたし

ました。

また、呉服業界におきましても、環境は引き続き厳しい状況にあるものと考えられます。

このようななか、当社グループでは商品構成や広告施策を中心に改善を図り、受注高増加に向けた取り組みを強化

してまいりました。当社グループにおける各事業部門別の状況は次のとおりであります。

〔和装関連事業〕

「振袖」販売およびレンタルについては、成約率・平均単価が低下したものの、来店者数が増加したため、受注高

は前年同期比1.2％増となりました。また、既存顧客を対象とした「一般呉服」等の受注高については、店外催事を中

心に受注高が減少したため、前年同期比7.9％減となりました。

以上により、和装関連事業の受注高は、前年同期比5.0％減の 8,920 百万円となりました。また売上高（出荷高）に

ついては、2.1％減の9,296百万円となりました。

利益面においては、粗利益率は前年同期と比べ 1.1 ポイント改善し 64.5％となりました。販売費及び一般管理費に

ついては、広告費・販促費を中心として経費全般の削減・効率化を図ってきたことにより、対売上高比では 3.6 ポイ

ント改善いたしました。この結果、和装関連事業の営業利益は420百万円（前年同期は10百万円の営業損失）となり

ました。

〔金融サービス事業〕

金融サービス事業については、売上高は前年同期比10.0％減の 403 百万円、営業利益は10.5％減の 289 百万円とな

りました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は前年同期に比べ2.4％減の9,699百万円、営業利益は

127.3％増の707百万円、経常利益は99.8％増の823百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は78.9％増の538百万

円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて 10.3％増加し、13,367 百万円となりました。これは、現金及び預金が

1,707百万円増加し、割賦売掛金が452百万円、商品及び製品が89百万円それぞれ減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて33.6％減少し、2,272百万円となりました。これは、投資有価証券が1,283

百万円減少したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて0.7％増加し、15,640百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて 0.4％増加し、7,899 百万円となりました。これは、買掛金が 162 百万円、

未払法人税等が128百万円それぞれ増加し、前受金が343百万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて10.7％増加し、158百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.6％増加し、8,057百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて 0.7％増加し、7,582 百万円となりました。これは、利益剰余金が 37 百

万円増加したことなどによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点におきましては、平成28年4月27日に発表した業績予想から変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告

第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得した建物附属設

備に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28 日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備に係る減価

償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しております。

この変更がセグメント利益に与える影響額は軽微であります。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２和装関連事業 金融サービス事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,494,015 447,880 9,941,895 ― 9,941,895

セグメント間の内部

売上高又は振替高
― 15,963 15,963 △15,963 ―

計 9,494,015 463,844 9,957,859 △15,963 9,941,895

セグメント利益

又は損失（△）
△10,547 323,572 313,024 △1,589 311,435

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２和装関連事業 金融サービス事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,296,318 403,311 9,699,629 ― 9,699,629

セグメント間の内部

売上高又は振替高
― 16,179 16,179 △16,179 ―

計 9,296,318 419,491 9,715,809 △16,179 9,699,629

セグメント利益 420,404 289,538 709,942 △2,185 707,756
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